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1 . は じめに

現在我 が国 の 小学校算数科 に お い て , 小数 の 乗

法 は第 5 学 年 , 分数 の 東 法 は 第 6 学年 で 指導 さ れ

て い る
｡ 両者 は ど ち ら も乗法 を扱 い , 小 数 か 分数

か の 違 い だ け で あ る と受 け取 られ る か も し れ な い ｡

し か し 両者 は , 現 在 同時 に は指導 さ れ ず , 約 1 年

の 間隔 が 設 け ら れ て い る ｡ こ れ に は , 何 ら か の 理

由 が あ る もの と 考 え ら れ る ｡

小数 ･ 分 数 の 乗 法 の 教材 を編成 す る た め に は,

指 導1[F,q 序 や 内 容構成 の 論拠 を 明確 に す る必要が あ

る｡ 現 行 の 教 材 は , 名 改訂 ご と に 様 々 な 改善が な

さ れ て き た 結果 で あ る が ,
そ れ か ら は 各改訂 ご と

の 指 導順序 や 内容構成 の 論拠 は推測 で き な い ｡ 小

数 ･ 分 数 の 乗 法 が ど の よ う な 指導1[LB;序 や 内容構成

に 関す る論拠 を基 に 改訂 さ れ て き た か と い う 変遷

を 考察す る こ と に よ っ て ,
そ れ ら の 教材 を 編成する

上で 必要 な論点 を示す こ と が で き る と考 え ら れ る｡

本 稿 で は , 明治38 年 に 初版 が 発行 さ れ 昭和初期

ま で 伺 い ら れ た 文部省著作 の 国定教科書 (『尋常

小学算術苦』, 通 称 , 黒 表 紙教科書) を 取 り とげ

る こ と と す る ｡ 『尋 常小学算術害』 は , 先 行 研究

に お い て 計算 中心主義 な ど と否定的 に 評価 さ れ る

こ と が あ り ( 片 桐
,
1 9 6 0 ; 中 谷

,
1 9 6 0 ) , 必 ず し も

肯定的 な意味 で 取 り 上 げ られ て き た わ け で は な い
｡

『尋 常小学算術書』 に 言及 し た 多く の 先行研究 は ,

明 治 時代 か ら今 日 ま で の 教 材 に 関す る
一 連 の 変 遷

を 明 ら か に し て い る た め , 『尋常小学算術吾』 は

概略的 に し か 取 り 上 げ ら れ て い な い (片 桐
,
1 9 6 0;

松 原, 1 9 8 3; 三 浦
,
】96 1 ; 中谷 ,

1 9 6 0 ; 小 倉
･ 鍋 島

,

1 9 5 7 ; 和 田 , 1 9 7 7) ｡ 『尋 常小学算術書』 は , 小 数

が 分数 よ り も 先 に 導入 さ れ る な ど 現在 の 扱 い と は

顕著 な違 い が あ り ,
こ の 苔 に お け る小数 ･ 分 数 の

乗 法 の 扱 い を 取 り とげ る こ と は , 現行 の 扱 い を 吟

味す る上 で 必 要 な論点 を示す こ と が で き る と 考 え

ら れ る
｡

こ の よ う な 動機 か ら 本稿 は , 『尋 常′ト学算術書』

に お け る 小数 ･ 分数 の 乗 法 の 扱 い と そ の 変遷 を 手

が か り に
,
こ れ に つ い て の 教 材 の 扱 い を 検討 す る

際 の 論点 を示 す こ と を 目的 とす る｡ 以 ト, 本 稿 に

お け る ｢ 扱 い ｣ と は教 師用教科書 (文 部省, 1 9 0 5 c ,

e
,
1 9 2 0 b

,
1 9 2 2 c) に 記載 さ れ て い る指 導上 の 注意
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や 趣意書 ( 文部省
,
1 9 0 5 a

,
1 9 2 0 a

,
1 9 2 2 a

,
1 9 2 8) で

記 さ れ た 内容 を さ す｡

本 稿 は , 次 の 手 順 に 従 っ て 議 論す る ｡ 2 章 で

『尋 常小学算術書』 の 概要 を示す ｡ 3 章 で 指 導順

序 と 内容構成 の 2 面 か ら, 『尋 常小学算術苦』 に

お け る 小数 ･ 分数 の 乗 法 を 扱 う 際 の 論拠 を示 す ｡

4 章 で 小 数 の 乗法, 5 章 で 分数 の 乗法 の 扱 い と そ

の 変遷 を 示す｡ 6 章 で , 以 上 記 し た 『尋常小学算

術書』 に お け る 小数 ･ 分 数 の 乗 法 の 扱 い と そ の 変

遷 の 分析 を基 に , 現 在 の 扱 い と 『尋常小学算術苦』

の 扱 い を 対比 す る ｡ そ し て (i) 指 導順序 と (ii)

内容 構成 の 2 つ が こ の 教 材 の 扱 い を 検討す る際 の

論点 と な る こ と を 示す ｡

2 . 尋常小学算術書の概要

『尋常小学算術書』 は初版 か ら 3 回 の 改 訂 が 行

わ れ た
o 本 稿 で は 先行研究 ( 松 原 ,

1 9 8 3; 中 谷 ,

1 9 6 0) に 従 い , 便 宜 上表 1 の よ う に 『尋常小学算

術吾』 を 4 期 に 区分 す る ｡

表 1 『尋 常小学算術書』 の 区分

使用開始年

第 Ⅰ 期 明治38 年 (1 9 0 5 年) -

第 Ⅱ 期 明子台43 年 (1 91 0 年) -

第 Ⅲ 期 大正 7 年 ( 19 1 8 年) -

第Ⅳ 期 大 正14 年 (1 9 2 5 年) -

第 Ⅰ期 で 尋常科 は第 4 学年 ま で で あ る｡ し た が っ

て 第 Ⅰ 期 の み 『高等小学算術書』 の 第 1 学年 と 第

2 学 年 を 考察 の 対象 と す る｡ 高等 科第 1 学 年, 第

2 学 年 は 後 の 尋常科第 5 学 年, 第 6 学 年 に 相 当 す

る ｡ 尋 常科 で は 児童用教科書 は作 ら れ ず , 教 師 用

教科書 だ け が 作 ら れ た ｡ 高 等科 で は 児童用教科書

と教師用教科書 が 各学年 ご と に 作 ら れ た ｡

第 Ⅱ 期 は , 義 務 教育 が 2 年 間延長 さ れ た こ と に

よ る 改訂 で あ る ｡ 児 童用教科書 は第 1 学 年 と 第 2

学 年 は 作 ら れ ず, 第 3 学 年 か ら 第 6 学 年 ま で 作 ら

れ た
｡ 教 師用教科書 は各学年 ご と に 作 ら れ た ｡ 児

童 用教科書 は , 教 師 用教科書 と区別 さ れ , 定 義 や

規則 が 明記 さ れ な く な り簡潔 に な っ た ｡

第 Ⅲ 期 は , 新 教育運動 の 影響 に よ る 改訂 で あ る .

児童 用教科書 は平仮名 か ら片仮名表記 に な っ た ｡

ま た 児童用教科書 は計算 が筆算形式 で 示 さ れ る こ

と と な っ た ｡

第ⅠⅤ期 は , 度量 衡法 の 改_
1
_
E で 扱 う 必要 の な い 内

杏 ( 主 と し て 講等数) が 生 じ た こ と に よ る 改訂 で

あ る
｡

教 科 書 は 第 Ⅰ 期 と 第 Ⅱ 期 は 全学年同時 に発行 さ

れ た が , 第 Ⅲ 期 と 第 Ⅳ 期 は 概 ね 学年進行 で 発行 さ

れ た
｡

各改 訂 に お い て 各内容 が 扱 わ れ た 学年 は表 2 の

よ う で あ る
｡

表 2 各 内 容が 扱わ れ た 学年

各内容 第 Ⅰ期 第 Ⅱ 期 第 Ⅲ期 第 Ⅳ期

小数 ( 分数) 4

小数 の 乗法 1 (5)

分 数 2 (6)

分 数 の 乗 法 2 ( 6)

ーl .1 .1

5 4 4
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'
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I
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3 . 小数 ･ 分数の乗法の 扱 い に関す る論拠

3 .1 指 導川頁序

『尋常小学算術書』 で は , 小 数 が 分数 よ り も先

に 導入 さ れ た ｡ 片桐 (1 9 6 0) や 中 谷 (1 9 6 0) に よ

る と , 藤 沢 は , 『尋 常小学算術吉』 の 作成 に 影響

を 与 え た と さ れ る｡ そ の た め 小数 が 分数 よ り も先

に 導入 さ れ た 理 由 を 藤沢 (19 0 0 ) の 考 え に 求 め る

こ と に す る
｡

藤沢 は 小数 に 関 し て 次 の よ う に 述 べ て い る ｡

｢〈小数 - 整数 卜 全ク 同
一

ニ シ テ 計 算 ス ル コ ト ヲ

得 X ソ コ ニ 小数 ノ 価 値 ガ ア ル ノ デ ス , 突 こ 整数 卜

分 数 ト ノ 入 )) 稚 ツ タ モ ノ - 計 算 t二不便 デ ア ル ガ ,

整 数 卜 小 数 ト ノ 入 り 雑 ツ タ モ ノ - 整 数 トト｣
- ノ 様

こ 取 り 扱 テ 差 シ 支 ガ ナ イ ト 云 フ ｡ ( 中略) i
- 進法

ヲ 逆 ノ 順 序 こ 応 用 ス ル ト小 数 ガ出 テ 来 マ ス カ ラ 分

数 ヲ 教授 シ タ ル 後 ニ コ レ ヲ ヤ ラ ナ ク ト モ 小数 - 杏

易 - 導 キ 出 ス コ ト ガ 出来 ,
又後 来実用 ト ニ 於 テ モ

整 数 卜 雑 ナ ラ ナ ケ レ バ ナ ラ ズ , 其 計算 モ 整数 卜 同

ジ 様 こ 取 り扱 ヘ ル カ ラ 算術教授 ノ ヒニ 於 テ モ 整数

卜 小数 ト ヲ ー 所 二 教 授 シ タ 方 ガ 宜敷 イ デ ス ｣ ( 藤

派
,
1 9 0 0

, p , 1 4 3)
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小数 ･ 分数の 乗法 の 教材 を検討す る ため の 論点

藤沢 ( 19 0 0) に よ る と , 小数 は 整数 と同 じ十進

法 で あ る の で , 構成 の 仕方 や 計算手続 き は 整数 の

場合 と同様 で あ る｡ し た が っ て 小 数 は 整数 と 同様

に 扱 わ れ る ｡

藤沢 は分数 に 関 し て 次 の よ う に 述 べ て い る ｡

｢ 分 数 - 日本 ノ 算 術 こ 於 テ 大層蔓 ッ テ 居 リ マ ス

ガ
, 此 レ - 英 国 ノ 流 ガ 入 ッ タ ノ デ ア リ マ ス , 英 国

デ - 分数 ガ度量衡 ナ ド ニ 余程入 ッ テ 居 リ マ ス カ ラ ,

其結 果 ト シ テ 是非 ト モ 分 数 ヲ 多ク ヤ ラ ナ ケ レ バ ナ

リ マ セ ヌ
, 故 二 英国 ノ 算 術 ノ 本 ニ - 分数 ガ 沢山入 ッ

テ居 リ マ ス , 然 ル こ 我 国 ノ 度量衡 - 十 進 法 二 叶 フ

モ ノ ガ 多 イ カ ラ 分 数 - ソ レ程 必要 デ ア リ マ セ ヌ ,

放 こ 英 国 ノ 流 ヲ 我 国 へ 輸 入 ス ル 時 ニ , 英 国 デ 分数

ヲ 多 ク ヤ ル ト 居 フ コ ト - 度 量衡 二 盛 二 使 フ カ ラ デ

ア ッ テ 我国 デ - ソ レ 程必要 ナ モ ノ デ ナ イ ト 云 フ コ

ト ヲ 考 へ ズ ニ 其 壇 我国 二 適 用 シ タ カ ラ , 余 り 実 用

ノ 少 ナ イ 分数 ヲ 沢山 ヤ リ , 詰 ラ ヌ 所 デ 生徒 二 困難

ヲ 与 へ マ シ タ｣ ( 藤 沢, 1 9 0 0 , p p . 1 9 7- 1 9 8)

藤 沢 (19 0 0 ) に よ っ て , 我 が 国 の 度量衡 に は 十

進法 が 多 い と い
/

う 実情 か ら, 分 数 は 小数 に 比 べ て

あ ま り 必要 な い も の と さ れ た ｡

3 .2 内容 構成

『尋常小学算術書』 に お け る 小数 ･ 分数 の 乗法

に 関す る基本的 な 内容構成 に 関す る方針 は , 『尋

常高等小学算術書編纂趣意書』 ( 文 部省, 1 9 0 5 a )

に お い て
, 次 の よ う に 示 さ れ て い る ｡

｢ 数 ノ 種 類 (整 数 , 小 数 , 分 数) 卜 計 算 ノ 種類

(加 減乗除) ト - 独立 セ ル モ ノ ニ シ テ 互 二 関 渉 ス

ル コ ト ナ シ 是 レ 分 数及 ヒ 小数 二 関 ス ル 計算 ノ 原

則 ナ リ 例 へ - 品物 ノ 単 価 二 其 数量 ヲ 乗 ス レ - 其

代 価 ヲ 得 ル コ ト - 其 単 価及 ヒ 数量 ノ 整数 ナ ル ト 小

数 ナ ル ト 分数 ナ ル ト ニ 関 セ サ ル カ 如 ク 又尺数 ヲ 六

ニ テ 除 ス レ - 間 数 ヲ 得 ル コ ト - 其 尺数 ノ 整数 ナ ル

ト 小数 ナ ル ト分数 ナ ル ト ニ 関 セ サ ル カ 如 シ 本 書

- 児童 ヲ シ テ 此 原則 ヲ 十分 - 会 得 セ シ メ 之 二 依 リ

テ 小数及 ヒ 分数 二 関 ス ル 計算 ヲ 為 サ ン ム ル コ ト ト

シ タ リ 蓋 シ 小数及 ヒ 分数 二 於 テ - 其数 ノ 成 立 二

於 テ既 に 乗除 ノ 意義 ヲ 含 メ ル ヲ 以 テ 之 ヲ 以 テ 乗 除

ス ル 如 キ - 複雑 ナ ル 思 考 ヲ 要 ス ル カ 為 メ こ 児 童 -

大 二 困難 ヲ 感 ス ル ヲ 常 ト ス 然 レ ト モ 小数及 ヒ 分

数 ヲ 単 二 - ツ ノ 数 ナ リ ト 考 へ シ メ テ 其数 ノ 成立 ヲ

顧 ミ シ メ ス 上記 ノ 原則 二 拠 リ テ 計 算 セ シ ム ル 時 -

此 困 難 ヲ 除去 ス ル コ ト ヲ 得 へ ケ ル レ - ナ リ｣ ( 文

部 省
,
1 9 0 5 a ) ｡

上 記趣意書 は , 小数 ･ 分 数 の 乗 法 が ｢ 形 式不易

の 原理｣ を 前提 に 内容構成 さ れ た こ と を 述 べ た も

の で あ る (和 田 , 1 9 8 3 ) ｡ 形 式 不易 の 原 理 と は , こ

れ ま で 構 成 さ れ た 数 の 範囲 で成 り 立 っ て い る計 算

法削 が拡張 し た 数 の 範囲 で も成 り 立 っ よ う に 新 し

く 数 を 定義 し て い く こ と で あ る ( 日本 数学教育学

会
,
1 9 8 4

, p p . 3 5- 3 6) ｡

『尋常小学算術書』 に お い て , 整数 の 計 算 と は

無関係 に , 小数 ･ 分数 の 計算 は 規約 と し て 定義 さ

れ る
｡ 小 数 ･ 分数 の 計 算 を 規約 と し て 定義 し て も,

整 数 の 計 算 と 小数 ･ 分 数 の 計 算 の 問 に 矛盾 は生 じ

な い
｡
な ぜ な ら 形式不易 の 原理 に よ っ て , 拡 張 が

保証 さ れ て い る か ら で あ る ｡ 『尋 常小学算術書』

は
, 形 式 不易 の 原 理 を論 理構成上 の 前提 に 置 く こ

と に よ っ て 計算 を 無関係 に 導入 し た の で あ る ｡

藤沢 も, 自 分 の 教 科書 に お い て ｢ 形 式 不易 の 原

理｣ を 論 理 構成上 の 前提 と し て い る ( 藤 沢 ,
1 8 9 8 ;

板垣
,
1 9 8 5) ｡ 藤 沢 の 考 え が 『尋常小学算術書』 に

も反映 し て い る と 考 え ら れ る ｡

4 . 小数の 乗法に関する扱いの 変遷

4 .1 第 Ⅰ 期 , 第 Ⅱ 期

第 Ⅰ 期 , 第 Ⅱ 期 に お い て , 小 数 の 乗 法 ほ 第 5 学

年 で 扱 わ れ た ( た だ し 第 Ⅰ 期 は高等科第 1 学 年) 0

小 数 の 乗 法 の 導入 で は , 小数 点移動 の 手続 き だ け

が
, 次 の よ う に示 さ れ て い た ｡

｢ ( 小 故 を 扱 く る こ と)

N . 3 .1 ×7 ･ 7 2 7 . 3 0 . 3 ダx 7 = ; 2 . 7 3

3 .7 x O ･7 ≡ 3 ･ T J 0 . J ダ x O . 7 z = o . 2 7 3

小 鼓 を 粁 く る に は.小 取 去 を 顧

み ず し て 甘 け,故兼 鼓 と 乗 数 と の

･ト放 任 の 桁 軟の 和 t
'

け 小 軟便 が

あ る 横 に秋f : 小 鼓虫 を打 つ ぺ L ｣

( 文部 省
,
1 90 5 b

, p . 1 6 )

教 師 用教科書 の 注 に も, 小 数点移動 の 手続 き だ

け が 次 の よ う に 示 さ れ て い た ｡

｢ 先 ヅ此 ノ 如 キ 例 こ 就 キ テ , 乗 数 ノ 方 ダ ケ ガ1/
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1 0
,
1 / 1 0 0 ,

- ニ ナ レ バ
, 積 モ 1/ 1 0 , 1 / 1 0 0 ,

-

ナ ル コ ト , 即 チ 小数点 - 左 へ 1 桁 ,
2 桁 , - ダ ケ

進 ム コ ト ヲ 示 シ , 是 二 由 リ テ , 次 こ 掲 グ ル 法 則 二

導 ク ベ シ｣ (文 部 省
,
1 9 0 5 c

, p . 1 6)

4 .2 第 Ⅲ期 , 第Ⅳ 期

第 Ⅰ 期 と 第 Ⅱ 期 で は , 小数 の 乗法 は 第 5 学 年 で

扱 わ れ て い た が
, 第 Ⅲ 期 , 第 Ⅳ 期 で は 1 学 年操 り

~~F が り , 第 4 学 年 で 扱 わ れ る こ と に な っ た
｡
そ の

理 由が
,
『尋常高等小学算術書第 四学年教師用児

童用修 正趣意書』 ( 文部省
,
1 9 2 0 a ) に 次 の よ う に

示 さ れ て い る ｡

｢ 小数 ノ 乗 法 二 於 テ 簡 易 ナ ル 小数 ヲ 掛 ク ル コ ト

ヲ 加 へ ク ルfEP. 由
- 左 ノ 如 シ ｡

-

, 修正 版 第六 二 百六三 百 二 於 テ 或数 又 - 或量 ノ

五 分 ノ ニ , 十 分 ノ セ ナ ド ヲ 問 フ 所 ノ 問 題 ア リ ｡

小数 二 於 テ モ 之 こ 倣 ヒ テ 或数又 - 戎量 ノ 六 分,

八 分 ナ ド ヲ 試 問 ス ル コ ト - 小 数 ヲ 理 解 セ シ ム

ル 当然 ノ 教案 こ シ テ 之 ヲ 計 算 ス ル ニ - 乗 数 ガ

小数 ナ ル 東法 二 依 ラ ザ ル ベ カ ラ ズ
｡

二
, 不名 数 ト シ テ 小 数 ノ 実相的意義 - 小数 ヲ 乗数

ト ス ル 掛 算 ノ 応絹問題 二 於 テ 最 モ 明確 ニ i
=
聖解

シ 碍 ラ ル ル モ ノ ナ リ｡

三
, 乗 数 ガ 小数 ナ ル 場 合 ノ 掛算 - 特 二 除 数 ガ

/

{7 数

ナ ル 割 算 二 於 テ 商 二 小 数位 ノ 牛 ズ ル 場 合 ノ 験

算 二 必 要 ナ ル モ ノ ナ リ｣ ( 文部 省 ,
1 9 2 0 a)

L 記 の 趣 意書 に よ る と
,
1 学 年 繰 り 卜げ た1

=!ii Eh

は
, 第 4 学 年 で 既 に ｢ あ る 数 の 6 分 (0 .6 の こ と)｣

を 求め る問題 (｢ ×0 .6｣ と も 表し て 解決 で き る) が 扱

わ れ て い た こ と
, 計 算 自体 の 必 要性 は ′ト数 の 乗法

の 文章題 を解決 す る こ と で 理 解 さ れ る こ と , 小数

の 乗法 は除法 の 検算 で 必要 に な る こ と, で あ っ た ｡

3 章 の 3 .2 で 確認 し た よ う に ,
『尋

′

訂小芋算術吾』

の 方針 に , 計 算 手続 き の 意味 づ け は 求 め ら れ て い

な い ｡ と こ ろが 教師用教車斗書 (第 4 学 年) の 柱 に

は, 実 際次 の よ う に 示 さ れ て い た ｡

｢ 或 数 - 例 - バ 0 .3 ヲ 掛 ク ト - 其 ノ 数 ノ 3/ 1 0 即 チ

10 等 分 シ タ ル モ ノ ノ 3 倍 ヲ 求 ム ル コ ト , 0 .2 7 ヲ 掛

ク ト - 1 0 0 等 分 シ タ ル モ ノ ノ 27 倍 ヲ 求 ム ル コ ト ナ

ル ヲ 教 へ , 小 数 ヲ 掛 ク ル コ ト ノ 意 義 ヲ 説明 シ ,
整

数 二 小 数 ヲ 掛 ク ル ニ - ソ ノ 小 数点 ヲ 無 キ モ ノ ト 見

倣 シ テ 掛算 ヲ 行 ヒ , 結 果 二 於 テ乗数 卜 同 ジ小数位

ヲ 有 ス ル 様 二 小数点 ヲ 打 ツ ベ キ コ ト ヲ 授 ク ベ シ｣

(文 部省 ,
1 9 2 0 b

, p . 6 9)

教 師 用教科書 に は
, 第 Ⅰ 期, 第 Ⅱ 期 で は小数点

移動 の 手続 き だ け が 示 さ れ て い た が , 第 Ⅲ期 , 第

Ⅳ 期 で は 計算手続 き の 意味 ( 例 え ば , × 0 .3 と は ,

1 0 等 分 し た も の の 3 倍 を 求 め る こ と で あ る) も 同

時 に 示 さ れ る よ う に な っ た ｡

小数 の 乗 法 の 扱 い に 関 す る 変遷 は次 の よ う に ま

と め ら れ る
｡ 小数 の 乗法 の 導入 に お い て , 第 Ⅰ期 ,

第 Ⅲ 期 で は小数点移動 の 手続 き だ け し か 示 さ れ て

い な か っ た
｡
と こ ろ が 第 Ⅲ 期, 第ⅠⅤ期 に な る と ,

教 師 用教科書 に 小数点移動 の 手続 き と と も に 計 算

手続 き の 意味も示 さ れ る よ う に な っ た ｡ ま た 第 Ⅲ

期 か ら 小数 の 乗法 の 披 い が 1 学 年繰 り T
ご
げ ら れ た ｡

5 . 分 数の 乗法に 関する扱いの 変遷

5 .1 第 Ⅰ期 , 第 Ⅱ 期

こ こ で は 分数 の 乗法 の 扱 い に 関連す る分数 の 扱

い を 取 り 上げ る ｡ 第 Ⅰ 期 , 第 Ⅱ 朋 で は , 分数 と 分

数 の 乗法 は第 6 学 年 で 扱 わ れ た ( た だ L 第 Ⅰ 期 は

高等科第 2 学 年) ｡

分 数 の 乗 法 が 摂 わ れ る 前 に , 分 数 の 意 味 と し て

第 1 意義 だ け が 扱 わ れ た ｡ 分数 の 第 1 意義 と は ,

｢ 1 を い く つ か に 等 分 し た も の を い く つ か 取 っ た

もの ｣ で あ る ｡ 分 数 の 意 味 と し て 第 1 意義 が 実際

次 の よ う に 導 入 さ れ て い た ｡

′

言

′

了

之
J

二 分 の 一

三 分 の
一

= J

)1 u) I

i__I- ---
i .

-- --
i
･- ニ 1

ト 丁 阜- : i
'

. _
･

,･
手

工

L x 2 - , ‡× 3 - / ‡x 阜 - /2

i･ × 2 - 号 ‡× 3 -子 吉x 4 -子 ｣

( 文部省, 1 9 0 5 d , p . 4)

教 師 用教科書 の 注 に は , 分数 の 意味 と し て 第 1

意 義 が 次 の よ う に 示 さ れ て い た ｡

｢ 先 ヅ 例 二 就 キ テ , 幾 分 ノ 幾 ツ ト - 1 ヲ 幾 ツ カ

に 等 分 シ タ ル モ ノ ヲ 幾 ツ カ 取 り ク ル モ ノ ナ ル コ ト
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小数 ･ 分数の 乗法の 教材を検討す るた め の 論点

ヲ 十分 こ 会 得 セ シ メ , 同 時 二 其書方 ヲ 授 ク ベ シ｣

( 文部 省
,
1 9 0 5 e

, p . 4 )

分数 の 乗 法 の 導入 で は , ま ず分数 の 乗法 の 定義

と し て ｢ そ の 数 を 分母 の 数 で わ り 分子 の 数 を か け

る こ と
_
｣ が 示 さ れ た｡ 計 算 手続 き が 分数 の 乗法 の

定義 と さ れ た｡ そ の 上 で 計算手続 き の 意味 と し て

｢ そ の 数 の 分数 を 求 め る こ と
ー
｣ が 示 さ れ た ｡ 計 算

手続 き の 意味 は分数 の 第 1 意 義 に 基 づ く も の で あ

る
｡ 例 え ば 2/3 ×4/ 5 は ,

2 / 3 ÷ 5 × 4 と 計 算 さ れ ,

そ の 意 味 は ｢ 2/ 3 を 5 等 分 し た も の の 4 つ 分｣ と

な る
｡

第 Ⅰ 期 , 第 Ⅱ 期 に お い て , 分 数 の 乗法 は 次 の よ

う に 導 入 さ れ て い た ｡

｢ 一升 故 に 分 欺 を甘 く る こ とj

或 救 r _ 分 敷 を卦 く と は
.
そ の 救

を分
･

母 に て 割 り
,
こ れ に 分子 を掛

く る こ と な 少.

8l . 子x与-子÷∫×阜

- 謹言×4 - 琵壬 ｣

( 文部省
,
1 9 0 5 d

, p . 2 0)

上 記 の 分 数 の 乗法 の 定義 に 続 い て , 計 算手続 き

の 意 味 と し て ｢ そ の 数 の 分数 を 求 め る こ と｣ が ,

次 の よ う に 示 さ れ て い た o

｢ (名 敷 の 乗 法I

(1) ヰ里 鴫 ,与町 鴫 5喜斤 x 4 ,

確尺 x i ･ 7与坪 ×与･ 10 郎i-

加 増 柘 ×1子･ B7[ x 荒
或欺 の 鉄分 の 鼓 つ と は , そ の 敷

I= そ の 分 救 を掛 け 1= る も の 1L り.

8l . S の書は ∫ x各紙 の書は(3 X言沢･

｣

( 文部 省
,
1 9 0 5 d

, p . 2 1 )

3 章 の 3 .2 で 確 認 し た よ う に
,
『尋常 小学算術

書』 の 方針 に , 本 来 計算手続 き の 意味 づ け は 求 め

ら れ て い な い
｡

5 .2 第 Ⅲ 期

第 I 期, 第II 期 で は , 分 数 の 乗 法 の 前 に 分数 の

意味 と し て 上述 の 第 1 意 義 だ け が 扱 わ れ て い た ｡

第 Ⅲ 期, 第 Ⅳ 期 で は , 分数 の 乗 法 の 前 に , 分 数 の

意 味 と し て 第 1 意 義 と と もに 第 2 意 義 も 扱 わ れ る

よ う に な っ た
｡ 分 数 の 第 2 意 義 と は , ｢ あ る 数 を

他 の あ る数 で わ っ た も の ｣ で あ る ｡

『尋 常小学算術書第六学年教師用児童用修正趣

意書』 に は, 分 数 の 意 味 と し て 第 1 意義 と と も に

第 2 意 義 も扱 わ れ る よ う に な っ た こ と が , 次 の よ

う に 示 さ れ て い る ｡

｢ 分 数 ノ 第 ニ ノ 意 義 (分 数 - 分 子 ヲ 表 ス 数 ヲ 分

母 ヲ 表 ス 数 ニ テ 割 り ク ル モ ノ ナ ル コ ト) ノ 教 授 - ,

従来 遅 キ ニ 失 ス ト ノ 説 ア リ タ ル ヲ 以 テ , 第 一 ノ 意

義 ( 分数 - 1 ヲ 分 母 ヲ 表 ス 数 二 等分 シ タ ル モ ノ ヲ

分 子 ヲ 表 ス 数 ダ ケ 集 メ タ ル モ ノ ナ ル コ ト) ヲ 授 ケ ク

ル 後 引続 キ テ 授ク ル コ ト ト シ タ リ｣ ( 文部省, 1 9 2 2 a)

児童 用教科書 で , 分 数 の 意 味 と し て 第 2 意 義 が

次 の よ う に 示 さ れ た｡

｢ 2 ヲ 3 デ 割 ツ タ 数 ヲ 分 数 デ イ へ ｡ 8 ヲ 7 デ 割

ツ タ 数 ヲ イ - ,
又 5 ヲ11 デ 割 ツ タ 数 ヲ イ ヘ ｣ (文

部 省
,
1 9 2 2 b

, p . 3 )

教 師 用教科書 に は, 次 の 注 が 示 さ れ て い た ｡

｢ 此 ノ 処 二 於 テ 分数 - 分 子 ヲ 分 母 ニ テ 割 り ク ル

数 ナ リ ト モ 考 - 得 ル コ ト ヲ 授 ケ , 次 ノ 図解 二 依 リ

テ2/ 3 ハ 1 ヲ 3 等 分 シ タ ル モ ノ ヲ ニ ッ 取 り ク ル モ ノ

ナ リ ト モ 又 - 2 ヲ 3 等分 シ タ ル モ ノ ナ リ ト モ 考 - 宿

ル コ ト ヲ 了解 セ シ ム ル ベ シ｣ (文部省
,
1 9 2 2 c

, p . 3)

r‡芸二:; ･
t

h ･ ･ . 一

章
~

-

I - - l

i
l - -

- - -
1 ~

~
~
~ 1

-
一

和 田 ( 1 9 7 7) に よ る と , 分数 の 意 味 と し て 第 2

意義 が 分数 の 乗法 よ り も先 に 扱 わ れ る よ う に な っ

た 理 由 は, 分 数 の 乗 法 の 計算手続 き の 意味 づ け に

問題 が あ っ た た め で あ る｡ 分数 の 意 味 と し て 第 1

意義に基づ い た 分数 の 乗法の 計算手続き は, 1 2 ×2/ 3 -

1 2 ÷ 3 × 2 と な る (分 母 で わ り 分子 を か け る) 0

分数 の 乗 法 は, 1 2 ×2/ 3 - 1 2 × 2 ÷ 3 と し て も 計算

で き る ( 分子 を か け て 分母 で わ る) ｡ 分 数 の 乗 法

が 扱 わ れ る 前 に , 分 数 の 意 味 と し て 第 1 意 義 し か

扱 わ れ て い な い の で ,
｢ 分 子 を か右プ て 分母 で わ る｣

計算手続 き は 意味づ け ら れ な い ｡
こ の 手 続き を意

味 づ け る に は , 分数 の 意味 と し て 第 2 意 義 が 必要

で あ る ｡ そ の た め 分数 の 乗法 が扱 わ れ る 前 に 分数

の 意味 と し て 第 2 意義 が 扱 わ れ る こ と に な っ た ｡

- 2 9 -



分数 の 乗法 の 計算手続き の 意味 に は 分数 の 第 1

意 義 と 第 2 意義 に 基 づ く も の が あ る た め , 児 童用

教科書 に は次 の よ う に 途中 の 計算 が省 か れ た ｡

｢ ( 乗 払 X ノ = )

(1) 3 - ‡チ浄 ‥ ･

3 x与= 苧 - 普 - 2号 ｣

(文 部省, 1 9 2 2 b , p . 20 )

教 師 用教科書 の 注 に は , 次 の よ う に 示 さ れ て い

る
｡

｢ 既 二 授 ケ ク ル 或 数 ノ 分数 ノ 意義 ヲ 復習 シ , 或

数 二 分 数 ヲ 掛 ク ト - 其 ノ 数 ノ 分 数 ヲ 求 ム ル コ ト ,

即 チ 其 ノ 数 ヲ 分 数 ノ 分母 ニ テ 割 り 之 二 分 子 ヲ 掛 ク

ル コ ト ナ ル ヲ 授 ケ, 或 数 二 真 分数 ヲ 掛 ク レ バ 元 ノ

数 ヨ リ 小 ナ ル コ ト ヲ 注 意 ス ベ シ｣ ( 文 部省 ,
1 9 2 2 c

,

p . 2 0)

こ の 注 に は
, 分数 の 第 1 意 義 に 基 づ い た 計算手

続 き の 意味 が示 さ れ て い る が , 第 2 意 義 に 基 づ い

た 計算手続 き の 意味 は示 さ れ て い な い ｡

5 ,3 第IV 期

第ⅠⅤ 期 で は, 度 量衡法 の 改正 で 扱 わ な く て もよ

い 内容 (主 と して 諸等数) が 生 じ た た め ,
こ れ ま

で 第 6 学 年 で 扱 っ て い た 分数 の 乗法 は , 繰 り 上 げ

て 第 5 学 年 で 扱 わ れ る こ と に な っ た ｡

『尋常小学算術書第 三 第 四第 五 第六学年教師用

児童用修正趣意書』 に は, 次の よ う に 示さ れ て い る ｡

｢ 第五 学 年 こ 於 ケ ル 修正 ノ 主要 ナ ル モ ノ ハ 第二

荒 二 於 テ 分 数 ヲ 授 ク ル コ ト ト ナ セ ル 点 ナ リ ｡ 分数

- 第 四 学年 二 於 テ 小数 ヲ 導 ク 際始 メ テ 之 ヲ 授 ケ爾

来屡取扱 ヒ ク リ ｡ 而 シ テ 第 五 学年第 二 篇 二 於 テ授

ク ル 所 - 従 来第六学年 - 於 テ 授 ケ ク ル 所 卜 殆 ン ド

同様 ニ シ テ 唯最初 ノ ニ 頁 ヲ
ー

頁 二 短 縮 シ タ ル ノ 相

違 ア ル ノ ミ ナ リ｡ 元 来 分数 ノ 計算 - 困難 ナ ル ノ モ

ニ シ テ 之 こ 熟 達 ス ル - 容易 ナ ラ ズ ｡ 然 レ ド モ 之 ニ

ヨ ク 慣 ル ル コ ト - 応 用 問題 ヲ 解 ク 上 二 極 メ テ 必 要

ノ コ ト ナ リ ｡ 第 五 学 年 二 於 テ 分数 ヲ 授 ク ル コ ト ト

ナ セ ル ヲ 以 テ 尋常小学校 二 於 テ 之 ヲ 練 習 ス ル ノ 時

期長 ク ナ リ ク ル - 甚 ダ好 都合 ナ リ｣ (文 部省
,
1 9 2 8) ｡

こ の 趣 意書 に は , 分数 の 乗 法が 1 学 年繰 り 上 げ

ら れ , 第 5 学年 で 扱 わ れ る こ と が 示 さ れ て い る ｡

分数 の 乗法 の 扱 い に 関す る 変遷 は次 の よ う に ま

と め ら れ る｡ 分 数 の 乗 法 の 導入 に お い て , 分数 の

乗 法 の 計算手続 き を 定義 と し て 示 し , そ の 上 で 意

味づ け さ れ て い た ｡ こ の よ う な 扱 い は, 多 少 の 変

化 は あ っ た が 第 Ⅰ 期 か ら 第 Ⅳ 期 の 間概 ね
一

貫 し て

い た｡ 第 Ⅲ 期 に は , 分 数 の 乗法 の 扱 い に 関係 し て ,

分数 の 意味 と し て 第 2 意 義 が , 分数 の 乗法 の 前 に

扱 わ れ る よ う に な っ た ｡ 第 Ⅳ 期 か ら分数 の 乗法 の

扱 い が 1 学年繰り下 が っ た ｡

6 . 小数 ･

分数 の 乗法の 扱い を検討する

際の論点

こ こ で は , 以上 記 し た 『尋常小学算術書』 に お

け る小数 ･ 分 数 の 乗 法 の 扱 い と そ の 変遷 の 分析 を

も と に , 現在 の 扱 い と 『尋常小学算術書』 の 扱 い

を 対比す る｡ そ し て (i) 指導 順序 と (ii) 内容 構

成 の 2 つ は , こ の 教 材 の 扱 い を検討す る際 の 論点

と な る こ と を 示す｡

論 点 1 . 指導 順序

(丑分数 の 乗法 を 小数 の 乗 法 よ り も 先 に 配列 す る

立場

小数 ･ 分 数 の 乗 法 の 指導順序 を決 め る際 の 1 つ

の 立 場 は , 分数 の 乗 法 を 小数 の 乗法 よ り も先 に 配

列す る立場 で あ る o
こ の 立場を支持す る論拠 に は,

例 え ば 次 の も の が あ げ ら れ る ｡ 1 つ ば , 分 数 と い

う 概念 が小数 と い う 概念 よ り も 先 に 発達 し た と い

う歴史的順序を論拠 に する もの で あ る (能EE7 , 1 9 8 7) 0

1 つ は , 『尋 常小学算術 ( 通 称, 緑 表紙教科書)』

の よ う に 小数 を分数 の 特殊 な場合 と み る こ と で あ

る ( 文部省
,
1 9 3 9 , p . 8 7) ｡

② 小数 の 乗 法 を 分数 の 乗 法 よ り も 先 に 先 に 配列

す る立場

『尋常小学算術苦』 は, 小 数 の 乗 法 を 分数 の 乗

法 よ り も 先 に 配列す る 立場 が 取 られ た ｡ こ の 指 導

順序 は , 第 Ⅰ 期か ら第 Ⅳ 期 の 間
一

貫 し て い た ｡

こ の 立 場 を 支持す る論拠 は , 3 章 の 3 .】_
で 確 認

し た 藤沢 の 考 え か ら, 次 の よ う に ま と め ら れ る ｡

(1) 小 数 は 整数 と同 じ十進法 で 表 さ れ る の で , 整

数 と 同様 に 取 り 扱 う こ と が で き る こ と ｡

( 2) 我 が 国 の 度量衡 に は 十進法 の も の が 多 い と い

う 実情 か ら, 分 数 は 小数 に 比 べ て あ ま り 必要

と さ れ な い こ と｡
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小数 ･ 分数 の 乗法の 教材を検討す る ため の 論点

上記 の 議論 を ま と め る と, 小 数 ･ 分 数 の 乗 法 の

指導順序 を決 め る 際 に は , 2 つ の 立場 が あ るo 一

方 は , 分数 の 乗 法 を 小数 の 乗法 よ り も先 に配列す

る立場 で あ る｡ こ の 立場 を 支持す る論拠 は , 歴史

的発達 の 順序 や小数 を分数 の 特殊 な場合 と み る こ

と に よ る ｡ 他 方 は , 『尋 常小学算術苦』 の よ う に

小数 の 乗法 を 分数 の 乗法 よ り も 先 に 先 に 配 列す る

立場 で あ る ｡ こ の 立場 を 支持す る論拠 は , 小数 が

分数 よ り も 用 い ら れ る と い う 実用性 や小数 は整数

と同 じ十進法 で あ る こ と に よ る｡

論 点 2 . 内容 構成

①計算手毒完き を 小数 ･ 分数 の 意 味, 小数 ･ 分数 の

乗 法 の 計算 の 意味 な ど を も と に 構 成す る立場

小数 ･ 分数 の 乗法 の 内容 を構成す る際 の 1 つ の

立 場 は, 計算 手続 き を 小数 ･ 分数 の 意 味 , 小数 ･

分数 の 乗 法 の 計算 の 意味 な ど を も と に 構 成す る も

の で あ る ( 片 桐
,
1 9 9 5; 中 島, 1 9 90 ) ｡

こ の よ う な 立場 を 支持す る論拠 は , 形 式 不易

(形 式 の 保存) を 児 童 に 指導 す べ き 内 容 (｢ 拡 張 の

考 え
ー
｣) と し て 扱 う こ と に よ る ｡ 整 数 の 範 囲 で 成

り 立 っ 計算 の き ま り は, 小 数 ･ 分 数 の 範 開 で も 仮

に 成 り 立 っ と し て , 小 数 ･ 分 数 の 乗法 の 計算手続

き を 構成す る と き に 用 い ら れ る( 磯 田
,
1 9 9 5

,
1 9 9 6 ;

杉 山, 1 9 8 6) .

② ま ず計算手続 き を 小数 ･ 分 数 の 乗 法 の 定義 と し

て 示 し, そ の 上で 意 味 づ け る立場

『尋常小学算術苦』 は, まず 計算手続 き を 小数 ･

分数 の 乗 法 の 定義 と し て 示 し , そ の 上 で 意 味づ け

ら れ て い た
｡
例 え ば 分数 の 乗法 で は , ま ず 計算手

続 き ( ｢ そ の 数 を 分母 の 致 で わ り 分子 の 数 を か け

る こ と｣) が 分 数 の 乗法 の 定義 と し て 示 さ れ た o

そ の L で 計算手続 き を ｢ そ の 数 の 分 数 を 求 め る こ

と｣ と し て 意味 づ け て い た
｡ 小 数 ･ 分数 の 乗法 の

扱 い は, 第 Ⅰ 期 , 第 Ⅱ 期 の 小 数 の 乗法 の 扱 い を 除

い て
,
概 ね こ の よ う な 内容構成 で あ っ た ｡

こ の よ う な 立場 を支持 す る 論拠 は , 3 章 の 3 .2

で 確 認 し た よ う に , 形 式 不易 の 原理 を論 理 構成上

の 前提 と し た こ と に よ る ｡ 整数 の 範 囲 で 成 り 立 っ

計算法則 は小数 ･ 分 数 の 範 囲 で も 同様 に 成 り 立 っ

こ と が , 形式 不易 の 原 理 に よ っ て 保 証 さ れ る ｡

藤沢 自身 は, 意 味 を も と に 計 算手続 き を 構成す

る こ と を 否定 し て い る ｡ そ の 理 由 は , 数 を 拡 張 し

た と き に そ の 意味 が 通用 し な く な る こ と が あ る か

ら で あ る ( 藤沢
,
1 9 0 0) ｡ 形式 不易 の 原 理 を 論王室構

成 卜の 前提 と す る 立場 に お い て ,
整 数 の 乗 法 と 小

数 ･ 分 数 の 乗 法 は 整合 し矛盾 し な い ｡ 後 で 成 り 立

た な く な る 可能性 が あ る 意味 を も と に 計 算手続 き

を 構成す る立場 は , 数体 系 の 論 理 整合性 を前提 に

し た 立場 で は 採用 さ れ な い ｡

上記 の 議 論 を ま と め る と, 小 数 ･ 分 数 の 乗 法 の

内容 を構成す る際 に は ,
2 つ の 立 場 が あ る ｡

一

方

は , 計算 手続 き を 小数 ･ 分数 の 意 味 , 小数 ･ 分数

の 乗 法 の 計算 の 意味 な ど を も と に 構 成す る立場 で

あ る
｡
こ の 立 場 を 支持 す る論拠 は , 形 式 不 易 を

｢ 拡 張 の 考 え｣ と し て 扱 う こ と に よ る ｡ 他 方 は ,

『尋 常小学算術書』 の よ う に ま ず計算手続 き を 小

数 ･ 分数 の 乗 法 の 定義 と し て 示 し, そ の 上 で 意味 づ

け る 立場 で あ る｡ こ の 立場 を 支持する論拠 は , 形式

不易 の 原 理 を 論理 構成上の 前提 とする こ と に よ る｡

7 . お わりに

本稿 の 目的 は , 『尋常小学算術書』 に お け る 小

数 ･ 分 数 の 乗 法 の 扱 い と そ の 変 遷 を 手 が か り に ,

こ の 教 材 の 扱 い を 検討す る際 の 論点 を示す こ と で

あ っ た
｡
『尋 常小学算術書』 に お け る 小数 ･ 分 数

の 乗法 の 扱 い と そ の 変 遷 の 分析 を基 に , 現 在 の 扱

い と 『尋常小学算術書』 の 扱 い を 対比 し, (i) 脂

導 順序 と (ii) 内容 構成 の 2 つ は , 論 点 と な る こ

と を 示 し た ｡

最 後 に 内 容構成 に 関 し て , 現在 の 立場 と 『尋常

小学算術書』 の 立場 に 違 い が 生 じ る 背景 と な っ て

い る価 値観 に つ い て 説 明す る ｡

現 在 , 形 式 不易 は児童 に 指導す べ き 内容 (｢ 拡

張 の 考 え｣) と し て 扱 わ れ て い る ｡ こ の 立 場 は, 児

童 は 既知 の 数学的知識 を基 に 未知 の 課題 へ 取 り 組

む 存在 と し て , 数 学 的知識 を自 ら再構成す る こ と

を 求 め ら れ る｡ も し も児童 が未知 の 課題 へ 取 り 組

む 上で , 既 知 と 未知 の 問 に 意味の 矛盾 を認 め れ ば ,

児童 自 ら そ れ を 克服 し て い く こ と んミ期 待 さ れ る o

一

方 『尋常小学算術書』 に お い て , 形 式不易 の

原理 は論 理 構成上 の 前提 と し て 位 置づ け ら れ て い

る
｡
こ の 立 場 に お い て , 数 体系 は予 め 整合 し て い

て 矛 盾 し な い ｡ 児童 が 学習す る上 で , 既 知 と 未知
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と は 論モ削勺に整合 し矛盾 し な い ｡

ま た 『尋常小学算術書』 で は , 始 め か ら 一 般的

な 計算手続 き が 示 さ れ , 現在 の よ う に 特殊 な 計算

手続き か ら 一 般 的 な 計算手続き を漸進的 に構成す

る よ う な 配慮 が な さ れ て い な い ｡
こ れ も藤 沢自身

の 数学的体系 と し て の 論 理 的整合性 を前提 と し て

立場 を 反映 し た も の と考 え ら れ る｡
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